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Infant Starの HFOについての経験

1. HFOの分類について

HFOはその換気回数，換気方式，内庄曲線の形ある

いはその使用方法などから諸家により種々の分類定義付

けがなされている。表に示した如く，通常60回以上の

生理的範囲を越えた呼吸回数で人工換気するものを

HFV (High Frequency Ventilation)と呼ぴ，これには

従来の IMVmachine (CMV)を用いてそのまま換気回

数を増加させた形のいわゆる HFPPY(High Frequency 

Positive Pressure Ventilation)がまずあげられる。そ

の他， High Frequency Jet Ventilation (HFJV)と呼ば

れるもの， Flow Interruption (FI)と呼ばれるもの，そ

して HFO方式に分類される。 HFO方式はさらに Pis-

ton， Diaphragm， Speaker， Flow oscillationの4種に細

分される。ここで FIとHFO方式では一回換気量 (Vt)

が死腔容量 (Vd)よりも小さく， HFPPVあるいは Jet

方式では Vt>Vdとなっている。 Infantstarはその換

気方式は FI方式であるが， Flowに対する遮断部位が異

なるため結果的に negativephaseを生ずることから

Flowoscillationに属するものである。 Infantstarを用

いた我々の動物実験から，本機では HFO開始前のベー

スラインを基準にするとむしろ negative phase の面

積>posi ti vephaseの面積となり， air trappingの危険

性はないものと恩われた。また， In vitroのモデル肺を

用いた実験から， Infant Starを除いて他の HFOの全機

種および Jet方式， FI方式の各機種では換気回数の増加

に伴って Vtが低下すること， FIや HFO方式では肺

cornplianceの変化に Vtが影響されないこと等が判明

表

している1)。

2. Balanced IMVによ るBPDの管理

従来の換気方式では， BPD (Broncho Pulrnonary Dys-

plasia)肺のような不均等換気の場合， Laplaceの法則に

従って拡張した肺胞腔はより過拡張を余儀なくされる。

一方，過拡張を最少限におさえて圧損傷を少なくするこ

とを目的として BalancedIMVなる概念も提唱されて

いるh これは， Infant Starを用いて家兎で作製 した

RDSモデル肺で口元での HFO圧波形に対する挿管チュ

ープ先端部での庄の減衰率が一定の PEEPの存在でプ

ラトーに達することと， CMVにおける PIPswingのチ

ュープ先端部での庄差がやはり肺胞の拡張の程度によっ

てプラトーに達することから optirnalな設定条件を求め

ようとするものである。これらの方法が時々刻々と変化

する疾患肺での cornpliance，resistance，あるいは elas-

ticity等にどれ程追従出来るかは今後の検討を待たねば

ならない。しかし，これら BalancedIMVによる呼吸

管理に加え， HFOの導入が CMVによる圧損傷の予防

に貢献するものと期待される。
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